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WorkWithPlus 14 

新機能 

4つの新しいベースのデザインシステム 

アプリケーション独自のデザインシステムを作成する際の選択肢をより多く用意するため、

Arapey、Yangtze、Congo、Purus という 4 つの新しいベースのデザインシステムが追加され

ました。 

Yangtzeデザインシステム 

このデザインシステムでは、数値カードと円形のプログレスバーを備えたダッシュボードを利用 

することができます。また、横型メニューと白い背景を基調とした新しいスタイルも含まれてい

ます。項目属性/変数のデスクリプションは、入力フィールドの上にフローティングラベルで 

表示されます。 

タイトルの下にはパンくずリストがあります。 

  

 

https://docs.workwithplus.com/servlet/com.wiki.wiki?3487,YangtzeDSWGif,
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Arapeyデザインシステム 

このデザインシステムでは、ブックマークと、数値カードと円形のプログレスバーを備えたダッ

シュボードを利用することができます。また、Montserratフォントと白い背景を基調とした固

定の横型メニューも含まれています。タイトルはすべて大文字で表記されます。項目属性/変数

のデスクリプションは、入力フィールドの左に表示されます。 

タイトルの下にはパンくずリストがあります。 

 

https://docs.workwithplus.com/servlet/com.wiki.wiki?3493,ArapeyDSWGif,
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ランディング: Congo 

新しいランディング デザイン システムが追加されました。このデザインシステムには、ラン

ディングホームがあり、複数のコントロールを備え、次の画像に示すようにさまざまな背景が 

用意されています。また、セクションを使用した大きなフッターもあります。 

 

  

さらに、このランディングシステムを選択した場合は、アプリケーションのセカンダリーページ

の例として使用できる別のページがインポートされます。  

  

https://docs.workwithplus.com/servlet/com.wiki.wiki?3498,LandingCongoGif,
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https://docs.workwithplus.com/servlet/com.wiki.wiki?3649,LandingCongoContactUs,
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ランディング: Purus 

新しいランディング デザイン システムが追加されました。このデザインシステムには、ラン

ディングホームがあり、複数のコントロールを備え、次の画像に示すようにさまざまな背景が 

用意されています。また、セクションを使用した大きなフッターもあります。 

 

 

このほかに 2 つ、「お問い合わせ」ページのサンプルと「顧客」という名前のページもあります。

最後のページの目的は、アプリケーションのその他のページで使用されるヘッダーのサンプルを

開発者に提供することです。  

https://docs.workwithplus.com/servlet/com.wiki.wiki?3499,LandingPurusGif,
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お問い合わせページ 

 

顧客ページ 

 

https://docs.workwithplus.com/servlet/com.wiki.wiki?3720,LandingPurusImg003,
https://docs.workwithplus.com/servlet/com.wiki.wiki?3543,LandingPurusImg002,
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このデザインシステムには、(リスト、トランザクションで使用するための) バックエンドテンプ

レートもあり、ウィザードでこれらのページのプロパティを構成できます。 

グリッドの強化 

グリッドを強化し、生成されるアプリケーションのユーザーエクスペリエンスを高めるため、 

グリッド関連の機能セットが追加されました。 

これには次のようなものがあります: 

• 列の固定 

• 列の並べ替え 

• 列のサイズ変更 

• [列の選択] のドロップダウンの改善 

注: WorkWithPlus for Web 14以降では、フリー スタイル グリッドとしてのColumns Selector

は廃止されています (そのため使用できません)。その代わり、強化されたグリッドの新機能では、

列の並べ替えとレスポンシブ標準グリッドがサポートされています。 

グリッドの列の固定 

WorkWithPlus for Web 14では、グリッドの列を固定できます。 

有効な値は次のとおりです: 

• [Never] 

• [Always (Left)]  

• [Always (Right)] 

• [Fixable] 

列を固定する方法はいくつかありますが、その 1つが、次のようにプロパティから行う方法です。 
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列を固定する別の方法は、実行時にタイトルフィルタを使用して行う方法です。この場合、列を

右または左に設定できます。下の例に示すように、複数の列を設定することができます。 

 

https://docs.workwithplus.com/servlet/com.wiki.wiki?3500,Freeze+a+column+of+a+grid,
https://docs.workwithplus.com/servlet/com.wiki.wiki?3521,Freeze+a+column+of+a+grid+1,
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(i) ドラッグ アンド ドロップ 

下の図に示すように、[列の選択] アクションでドラッグ アンド ドロップをすることで、同じ機能

をコントロールできます。 

 

最後の方法として、[WorkWithPlus for Web Settings] で、グリッドのプロパティの既定値を

定義できます。 

https://docs.workwithplus.com/servlet/com.wiki.wiki?3495,Freeze+a+column+of+a+grid,#Drag+and+Drop
https://docs.workwithplus.com/servlet/com.wiki.wiki?3522,Freeze+a+column+of+a+grid+2,
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グリッドの列の並べ替え 

WorkWithPlus for Web 14では、ドラッグ アンド ドロップによってグリッド列を並べ替える

ことができます。これはWorkWithPlusプレビューから、または実行時にブラウザーで行うこと

ができます。 

列を並べ替えるためのオプションを有効にするには、次の 2つのステップを実行する必要があり

ます: 

1. Standard Actionの [EditColumns] の定義にある [Allow Reordering] プロパティを有効に

します。これは [WorkWithPlus for Web Settings] から行う必要があります。 

https://docs.workwithplus.com/servlet/com.wiki.wiki?3525,Freeze+a+column+of+a+grid+4,
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2. [MasterPage] 内の [User Control: WWPUtilities] で、[AllowColumnReordering] および 

[AllowColumnDragging] プロパティを [True] に設定します。 

 

https://docs.workwithplus.com/servlet/com.wiki.wiki?3560,Reorder+grid+columns+1,
https://docs.workwithplus.com/servlet/com.wiki.wiki?3718,ReorderGridColumns002,


WorkWithPlus 14リリースノート   

 

15/53 ページ  

プレビューから列を並べ替える場合の例を次に示します。 

 

 

実行時には、グリッド列または列の選択機能からドラッグ アンド ドロップすることができます。

以下にその例を示します。 

 

https://docs.workwithplus.com/servlet/com.wiki.wiki?3526,Reorder+grid+columns,
https://docs.workwithplus.com/servlet/com.wiki.wiki?3562,Reorder+grid+columns+3,
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グリッドの列のサイズ変更 

WorkWithPlus for Web 14では、グリッドの強化に関連して、実行時にグリッド列のサイズを

変更するオプションが追加されました。 

 

[列の選択] のドロップダウンの改善 

[列の選択] のドロップダウンは前のバージョンでも表示されていましたが、次のことができる 

ようになりました。 

• 列の並べ替え (ドラッグ アンド ドロップによる) 

• 列の固定/固定解除 

• 列が属するカテゴリ内で列を表示 (グリッドに [Title Category] がある場合) 

• 列の表示/非表示 (これが唯一、前のバージョンにもあった機能です) 

https://docs.workwithplus.com/servlet/com.wiki.wiki?3561,Reorder+grid+columns+2,
https://docs.workwithplus.com/servlet/com.wiki.wiki?3712,GridResizeColumns,
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• 既定の設定の復元 (順序、表示/非表示、サイズ、固定/固定解除の各設定を元の状態に 

復元します) 

 

 

通知およびサブスクリプション 

通知およびサブスクリプション用のモジュール一式が追加されました。WorkWithPlus for Web 

14では、通知およびサブスクリプションがデザイン システム ウィザードから簡単な手順ですべ

ての機能を利用できるようになりました。 

このモジュールを使用すると、きわめて簡単に通知/サブスクリプションを作成できます。ユー

ザーが通知をサブスクライブすると、サブスクライブしているイベントがトリガーされたときに、

自動的に SMS、電子メール、およびデスクトップ通知を受信します。ディスカッション 

モジュールと組み合わせることで、メッセージ内で自分がメンションされた場合や、サブスクラ

イブしているレコードに誰かが新しいディスカッションメッセージを書いた場合にも通知を受け

取ることができます。 

https://docs.workwithplus.com/servlet/com.wiki.wiki?3684,ColumnSelectorDropDown,
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このモジュールの詳細については、「通知およびサブスクリプションモジュール」を参照してく

ださい。  

ディスカッション 

WorkWithPlus for Web 14では、デザイン システム ウィザードを実行してオプションを選択

するだけで、ディスカッションモジュールを含めることができます。  

 

上の図に示すように、[Standard Action (Discussions)] を含む View オブジェクトごとに

DropDownComponent が追加され、エンドユーザーはそこからレコードにコメント (ディス

https://docs.workwithplus.com/servlet/com.wiki.wiki?3613,Toc:Notifications+and+Subscriptions+Module,
https://docs.workwithplus.com/servlet/com.wiki.wiki?3703,NotificationsModule003,
https://docs.workwithplus.com/servlet/com.wiki.wiki?3704,Mention001,
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カッション) を挿入できます。エンドユーザーは、新規スレッドの作成やスレッドへの返信が 

できるほか、アプリケーションのほかのユーザーをメンションすることもできます。 

「通知およびサブスクリプション」モジュールと組み合わせることで、サブスクライブしている

ディスカッションに誰かがコメントを書いた場合や、メッセージ内で自分がメンションされた場

合にも通知を受け取ることができます。また、ディスカッションを開いている状態で新しいメッ

セージを受信すると、ディスカッションが自動的に更新されます。 

このモジュールの詳細については、次のリンクを参照してください: ディスカッション 

モジュール 

IDEとリアルタイムプレビューの改善 

WorkWithPlus for Web 14では、GeneXus開発者のユーザーエクスペリエンスも大幅に改善

されています。その一環としてリアルタイムプレビューが強化され、ツールバーでコントロール

をホバリングすることで直接アクションを実行できるようになりました。これらのアクション

では、次のことができます: 

• ツールバーから新しいコントロールを挿入できます。 

 

• エレメントの上にカーソルを合わせると、選択したエレメントが強調表示されます。 

恒久的に強調表示する、数秒間だけ強調表示する、または強調表示しないようにする 

ことができます。 

https://docs.workwithplus.com/servlet/com.wiki.wiki?3725,Toc:Discussions+Module,
https://docs.workwithplus.com/servlet/com.wiki.wiki?3725,Toc:Discussions+Module,
https://docs.workwithplus.com/servlet/com.wiki.wiki?3689,Preview_InsertTB,


WorkWithPlus 14リリースノート   

 

20/53 ページ  

 

• 項目属性、変数、テキストブロック、パネル、ボタンなどのタイトル、キャプション、

デスクリプションを変更できます。次の図に示すように、フォームのコントロールを 

ホバリングすると、コントロールごとに用意された一連のオプションが表示されます。 

 

• フォーム内およびグリッド内のエレメントをドラッグ アンド ドロップして並べ替える 

ことができます。グリッド内の項目属性および変数については、列の揃え位置、列の外観

および操作感、またはタイトルなどの特徴を簡単に変更できます。 

https://docs.workwithplus.com/servlet/com.wiki.wiki?3686,PreviewHighlightItem,
https://docs.workwithplus.com/servlet/com.wiki.wiki?3687,Preview_ChangeTitle,
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DVelop Comboユーザーコントロールの改善 

WorkWithPlus for Web 14バージョンでは、「DVelop Combo」ユーザーコントロールに新し

い機能とプロパティが追加されています。 

次の操作を実行できるようになります:  

• グリッド内で DVelop Comboを追加する 

• [Auto DVelop Combo] プロパティを使用して、WorkWithPlus for Webが適用された

トランザクションのすべての FKで、DVelop Comboを自動的に使用する 

• より複雑なスタイルで項目を表示する 

• コンボボックス内のデータを自動でドロップアップ/ドロップダウンする 

• Webパネルで新しいレコードを追加する 

グリッド内での DVelop Comboの使用 

WorkWithPlus for Web 14では、グリッド内で DVelop Comboを使用できるようになりま

した。 

これは、グリッド外で使用する場合と同じ方法で実装できます。 

たとえば、多くの都市が含まれる Countryトランザクションがあり、各都市がグリッドを使用

してロードされている場合、次の方法で実装できます。 

https://docs.workwithplus.com/servlet/com.wiki.wiki?3688,Preview_GridActions,
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この場合も、DVelop Comboのすべてのプロパティが適用されることに注意してください。 

Auto DVelop Combo 

ある Personトランザクションの構造内に Country、CountryId、CountryNameの外部キーとデス

クリプション項目属性を追加する場合、新しいレコードを入力すると、WorkWithPlus for Webに

よって自動的に CountryIdのプロンプトまたは DVelop Comboが生成されます。 

  

Auto DVelopCombo Auto Prompt 

 

 

  

これを実現する方法の 1つとして、デザイン システム ウィザードで、自動的にプロンプトまたは

DVelop Comboを生成するかどうかを定義できます。 

https://docs.workwithplus.com/servlet/com.wiki.wiki?3571,AutoDvelopCombo2,
https://docs.workwithplus.com/servlet/com.wiki.wiki?3572,AutoDvelopCombo3,
https://docs.workwithplus.com/servlet/com.wiki.wiki?3563,DVelop+Combo+in+Grids,
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または、WorkWithPlus for Webによって生成された既定値を変更することもできます。つまり、

既定で DVelop Comboが生成される場合、[Auto Prompt/DVelop Combo:] プロパティを 

[False] に設定することで、この項目属性は自動プロンプトからロードされるようになります。 

 

 

より複雑なスタイルでの項目の表示 

項目内のより詳細な情報 (タイトル、サブタイトル、画像) を表示できる、新しいプロパティが

DVelop Comboに追加されました。 

https://docs.workwithplus.com/servlet/com.wiki.wiki?3569,AutoPrompt,
https://docs.workwithplus.com/servlet/com.wiki.wiki?3570,AutoPrompt1,
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詳細については、「WorkWithPlus for Webのユーザーコントロール」から「DVelop Combo」

ノードにアクセスしてください。 

https://docs.workwithplus.com/servlet/com.wiki.wiki?1650,Toc:WorkWithPlus+User+controls,
https://docs.workwithplus.com/servlet/com.wiki.wiki?3606,DVelopComboRNImg01,
https://docs.workwithplus.com/servlet/com.wiki.wiki?3607,DVelopComboRNImg02,
https://docs.workwithplus.com/servlet/com.wiki.wiki?3608,DVelopComboRNImg03,
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項目の自動ドロップアップ/ドロップダウン 

WorkWithPlus for Web 14からは、画面上にドロップダウンが表示されるスペースが足りない

場合、ドロップダウンがドロップアップになります。そのため、画面上でのコンボボックスの位

置によっては、ドロップダウンで表示されることもドロップアップで表示されることもあります。 

 

 

Webパネルに新しいレコードを追加するオプション 

WorkWithPlus for Web 14では、Webパネルに AddNewRecord機能を含めることができる 

ようになります。この機能は、これまで Transactionオブジェクトのみに制限されていました。 

https://docs.workwithplus.com/servlet/com.wiki.wiki?3609,Automatic+Dropup/Dropdown+Item,
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デザイン システム ウィザードの改善 

WorkWithPlus for Web 14では、デザイン システム ウィザードにいくつか改善点があります: 

• ウィザードを基本モードでも詳細モードでも実行できます。 

• デザインシステムをより柔軟に定義できる新しいプロパティセットがあります。 

• プロパティの維持や必要なオブジェクトのみのインポートなど、さらにインテリジェント

になりました。 

実行モード (基本または詳細) 

ウィザードの実行プロセスが簡潔になりました。2つの方法でウィザードを実行できます。 

基本設定: 

基本設定では、次の 2つのステップのみを実行します。 

1. デザインシステムのベースを選択する 

2. ベースカラーを選択し、「ディスカッション」、「通知およびサブスクリプション」 

などのモジュールをインポートするかどうかを選択する 

https://docs.workwithplus.com/servlet/com.wiki.wiki?3589,'Add+new+Record'+Option+in+WebPanel,
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ウィザードは以前と同じように、すべてのオブジェクトをインポートする既定のオプションで

実行されますが、より簡素化されています。 

詳細設定 

ステップ 2で [詳細設定] を選択した場合、完全なウィザードが表示されます。また、[使用中の

デザインシステム] を選択した場合、ウィザードは常に詳細モードで開きます。 

ウィザードで加えた変更がある場合は、[デザインシステムをインポート] ボタンをクリックすると、

インポートされるオブジェクトの名前を示すポップアップウィンドウが表示されます。 

それらのみをインポートすることも、デザインシステムのすべてのオブジェクトを再インポート

することもできます。 

このボタンはステップ 2とステップ 10の両方のステップで表示されます。 

 

 

ウィザードのインテリジェントな再実行 

WorkWithPlus for Web 14は、デザイン システム ウィザードを実行するときのインテリジェンス

が向上し、主に 2つの改善点があります。  

https://docs.workwithplus.com/servlet/com.wiki.wiki?3605,NewDesignSystemWWP14Img05,
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必要なオブジェクトのみをインポート 

これまでは、ウィザードを実行すると、1 つ変更しただけでもすべてのオブジェクトが再度イン

ポートされていました。 

ウィザードにインテリジェンスが組み込まれたことによって、どのような変更があったか検出し、

変更に関与したものだけをインポートします。 

ウィザードを実行した後、ナレッジベースに WorkWithPlus for Web が既にある場合は、変更

内容に応じて、インポートするオブジェクトを通知するメッセージが画面に表示されます。それ

らのオブジェクトのみをインポートするか、すべてを再度インポートするかを選択できます。 

 

https://docs.workwithplus.com/servlet/com.wiki.wiki?3604,NewDesignSystemWWP14Img03,
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WorkWithPlus for Web設定のプロパティの維持 

このバージョンでは、カスタマイズした内容に応じて必要なオブジェクトのみをインポートする

だけでなく、WorkWithPlus for Web設定の再インポートが必要な場合には、次のような多数の

プロパティやノードをそのままの状態で残すことができます。 

• [Objects] ノード 

• [Labels] ノード 

• 事前定義されたテンプレートに追加したイベントブロックや変数 

• 自動条件 

• 条件付き書式や列タグを定義するプロパティ ([WorkWithPlus for Web] -> [Grid] 

ノード) 

• 既定のフィルタ定義 

• トランザクション、リスト、Webパネル、レポートなどのために作成したテンプレート 

 

 デザイン システム ウィザードの新しいプロパティ 

デザイン システム ウィザードに次のような設定が追加/更新されました: 

ステップ 1: ベースのデザインシステムの再デザイン 

ベースのデザインシステムが大きいカードで表示されるようになり、次のステップ

のためのプレビューが残るようになりました。 



WorkWithPlus 14リリースノート   

 

30/53 ページ  

 

ステップ 2: 基本設定 

[基本設定] には新しいオプションがあります: 

• [その他の設定] 

o [GAMセキュリティを含める] 

o [ディスカッションモジュールを含める] 

o [通知/サブスクリプションモジュールを含める] 

• [詳細設定] 

• [デザインシステムをインポート] 

https://docs.workwithplus.com/servlet/com.wiki.wiki?3602,NewDesignSystemWWP14Img01,
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ステップ 4: メニューおよびヘッダーのスタイル 

• フォントオプションが追加されました。  

ステップ 5: マスターページ 

• [通知を含める] > [通知/サブスクリプションモジュールを含める] 

• [ディスカッションモジュールを含める] 

ステップ 8: その他のスタイル構成 

• グリッドスタイルに新しいオプション [シンプル] が用意されました。 

ステップ 9: 既定のインスタンス構成 

• [その他の設定]: [AutoPrompt] プロパティが [True] のときに、編集フォーム

の外部キー項目属性に Promptと DVelop Comboのどちらを割り当てるか

選択できるようになりました。 

https://docs.workwithplus.com/servlet/com.wiki.wiki?3603,NewDesignSystemWWP14Img02,
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• [更新、削除、表示アクション] 内の [グリッドの内側] オプションが 2つの

オプションに分割されました。[グリッドの内側 (丸形)] と [グリッドの内側 

(アイコンのみ)] です。  

• [グリッド内のアクションを左に固定]: 更新、削除、表示アクション (または

ActionGroup) をリストグリッドの左に固定するかどうか選択できます。 

ステップ 10: 表示言語と項目名の設定 

• [デザインシステムをインポート] ボタンが追加され、詳細設定を終了したり、

変更されたオブジェクトのみをインポートするのかすべてを再度インポート

するのかを選択したりできるようになりました。 
 

 

項目属性/変数のポップオーバー 

項目属性と変数のポップオーバーに、情報を表示する機能が追加されました。これらのコント

ロールは、グリッドの内側または外側で使用できます。 

ポップオーバーには選択した Web コンポーネントが表示され、そこから柔軟にカスタマイズで

きます。また、WorkWithPlus for Webには一連のポップオーバーテンプレートが用意されてい

るため、作成済みのテンプレートをベースにしてWebコンポーネントを作成できます。 

ポップオーバーは、左、右、上、下に表示できます。また、アイコンフォントか、ポップオー

バーを追加した項目属性/変数からタイプアクションをクリックまたはホバリングして表示する

こともできます。 

ポップオーバーには [Security Functionality Key] プロパティがあるため、GAMの統合セキュ

リティから表示と非表示の切り替えができます。 
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ポップオーバーの詳細については、次のリンクを参照してください: ポップオーバー 

ユーザーアクションでのドロップダウンによるWebコンポーネントの表示 

コントロールタイプ「DropDownComponent」を使用してWebコンポーネントをユーザー 

アクションに追加できるようになりました。これにより、データの表示方法をより柔軟にカスタ

マイズできます。Webコンポーネントはドロップダウンすると表示されます。 

 

これは、パターンによる通知の表示や、ディスカッションメッセージの表示と追加の際にも自動

的に使用されます。 

https://docs.workwithplus.com/servlet/com.wiki.wiki?3805,Popover,
https://docs.workwithplus.com/servlet/com.wiki.wiki?3619,PopoverImg01,
https://docs.workwithplus.com/servlet/com.wiki.wiki?3634,DDComponentImg001,
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ユーザーアクションでのポップアップによるWebコンポーネントの表示 

ポップアップウィンドウは、ユーザーの注意を 1つの画面に集中させたい場合に最適な手段です。 

ボタンまたは画像タイプのユーザーアクションがある場合に、Web コンポーネントを呼び出す

ことのできるポップアップを作成するための新しい方法を用意しました。 

 

ユーザーアクションの [GXObject] プロパティでWebコンポーネントを選択するだけで、簡単

にポップアップを作成できます。 

[Confirm] 機能における確認フィールド 

アクションの [Confirm] を設定する際に確認フィールドを追加するオプションが追加されてい

ます。 

 

https://docs.workwithplus.com/servlet/com.wiki.wiki?3635,ComponentPopupImg001,
https://docs.workwithplus.com/servlet/com.wiki.wiki?3707,ConfirmWithComment,
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このオプションを使用できるように、アクションの [Confirm] プロパティを [True] に変更す

る際に、[Comment] という新しいプロパティが表示されます。このプロパティには [Do not 

include]、[Optional]、または [Required] の値を設定できます。 

自動化の改善 

生成されるナレッジベースの自動化を強化するため、次の機能が追加されました: 

• [Global Events & Subs] 

o イベントブロックおよびサブルーチンがグローバルに追加されます。プロパティ

の設定方法によっては、パターンインスタンスが適用されているすべてのトラン

ザクションやWebパネルに追加できます。 

• [Global variables (Not included in Web Form)] 

o 変数がトランザクション、Web パネル、レポートにグローバルに追加され 

ます。これらはWebフォームには含まれません。 

• [Global Attribute based rules] 

o 項目属性に基づいてルールが追加されます。<ATT_NAME> などのタグや適切

なプログラミングの実践により、ルールをグローバルに自動化できるようになり

ます。 

• [Global automatic conditions] 

o すべてのWebパネル (Listまたは Prompt) に条件が自動的に追加されます。 

グローバル イベント ブロック 

WorkWithPlus for Webでは、WorkWithPlus for Web Settingsの構造内に [Global Events & 

Subs] を追加できます。 

グローバル イベント ブロックを使用すると、特定のテンプレートにイベントブロック/サブブ

ロックを追加しなくても、これらのブロックをWebパネル、トランザクション、およびレポート

に追加できます。 

https://docs.workwithplus.com/servlet/com.wiki.wiki?906,Toc:WorkWithPlus+Settings's+Structure,
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[Global variables (Not included in Web Form)] 

WorkWithPlus for Webでは、WorkWithPlus for Web Settingsの構造内にグローバル変数を

追加できます。グローバル変数を使用すると、特定のテンプレートに変数を追加しなくても、 

トランザクション、Web パネル、およびレポートに対して変数を定義できます。たとえば、 

グローバル イベント ブロックで変数を使用する場合は、以下の場所から定義します。 

https://docs.workwithplus.com/servlet/com.wiki.wiki?906,Toc:WorkWithPlus+Settings's+Structure,
https://docs.workwithplus.com/servlet/com.wiki.wiki?3578,GlobalEventSubsBlocksImg002,
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https://docs.workwithplus.com/servlet/com.wiki.wiki?3545,GlobalEventBlocksSubsVariablesImg002,
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グローバルルール 

[Global Attribute based rules] をWorkWithPlus for Web Settingsの構造内で利用できるよ

うになり、必要に応じてルールブロックをすべての Web パネルとトランザクションに追加する

作業が簡単になりました。 

 

 

https://docs.workwithplus.com/servlet/com.wiki.wiki?906,Toc:WorkWithPlus+Settings's+Structure,
https://docs.workwithplus.com/servlet/com.wiki.wiki?3546,GlobalAttributeBasedRulesImg001,
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[Global automatic conditions] 

[Global automatic conditions] をWorkWithPlus for Web Settingsの構造内で利用できるよう

になり、条件ブロックをすべてのWebパネル (Listおよび Prompt) に追加する作業が簡単にな

りました。 

  

 

https://docs.workwithplus.com/servlet/com.wiki.wiki?906,Toc:WorkWithPlus+Settings's+Structure,
https://docs.workwithplus.com/servlet/com.wiki.wiki?3581,GlobalAutomaticConditionImg003,
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特定のイベントブロックをグローバル イベント ブロックに移動するアクション 

この新機能を使用すると、任意のテンプレートのイベントブロックを、グローバル イベント  

ブロックに移動できます。 

 

https://docs.workwithplus.com/servlet/com.wiki.wiki?3552,EventBlockMoveToGlobalEventBlockImg001,
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Excelファイルと CSVファイルのデータのインポート 

List から Excel ファイルと CSV ファイルをインポートできるようになりました。[Standard 

Action] に [ImportExcel] または [ImportCSV] を追加することで、データをリストにすばやく

追加できます。 

 

 

 

注意事項: 

インポートを行うには、Excelファイルまたは CSVファイルの各列の最初の行が、リストのデス

クリプションと一致している必要があります。 

https://docs.workwithplus.com/servlet/com.wiki.wiki?3553,ImportExcelCSVImg001,
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https://docs.workwithplus.com/servlet/com.wiki.wiki?3554,ImportExcelCSVImg002,
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実行時の例: 

 

 

CSVをインポートする際の制限事項: 

CSVファイルをインポートするには、区切り文字がセミコロン (;) である必要があります。 

 

User Control 2.0を使用したアクションの表示 

現在WorkWithPlus for Web 14では、User Control 2.0を Standard Actionsと User Actions

に追加できるようになりました。 

• Standard Actions: [Action Group] の外部と内部 ([WorkWithPlus for Web Settings] 

> [アクション] > [Standard Actions] で事前設定済み)。 

• User Actions ([Action Group] の外部) 

たとえば次の図では、セマンティック UI ライブラリと Font Awesome アイコンに、それぞれ

User Control 2.0を追加しています。 

https://semantic-ui.com/elements/button.html
https://docs.workwithplus.com/servlet/com.wiki.wiki?3555,ImportExcelCSVImg003,
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これを実現するには、User Control 2.0 Wikiで説明されているとおりに User Control 2.0オブ

ジェクトを定義する必要があります。 

 

  

User Controlを保存すると、[Control Type] プロパティで選択できるようになります。プロパ

ティを設定するための [Custom:<UserControlName>] と [Buttom Custom Properties] が

表示されます。 

https://wiki.genexus.com/commwiki/servlet/wiki?39356,Category:User+Control+object
https://docs.workwithplus.com/servlet/com.wiki.wiki?3596,DisplayActionsUserControlImg01,
https://docs.workwithplus.com/servlet/com.wiki.wiki?3597,DisplayActionsUserControlImg02,
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ここで Standard Actionsの各プロパティを設定できます。 

https://docs.workwithplus.com/servlet/com.wiki.wiki?3598,DisplayActionsUserControlImg03,
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(ii)   

(iii) 重要:  

Standard Actions に変更を加えた後、その変更を反映して適用するには、インスタンスの更新

を実行する必要があります。これはツールバーにある [WorkWithPlus] > [for Web] > [パターン

インスタンス] > [すべてのインスタンスを更新] から実行できます。  

(iv) User Controlの例のリンク: 

ファイル: ConfirmCustomUserControl.rar 

ファイル: IconButtonUserControl.rar 

https://docs.workwithplus.com/servlet/com.wiki.wiki?3518,Display+Actions+using+UserControl+2.0,#+
https://docs.workwithplus.com/servlet/com.wiki.wiki?3518,Display+Actions+using+UserControl+2.0,#Important%3A+
https://docs.workwithplus.com/servlet/com.wiki.wiki?3518,Display+Actions+using+UserControl+2.0,#User+Control+example+links%3A
http://vpn.dvelopsoftware.com/PlusLicenseManager/DownloadFiles/Wiki/ActionsUsingUserControl/ConfirmCustomUserControl.rar
http://vpn.dvelopsoftware.com/PlusLicenseManager/DownloadFiles/Wiki/ActionsUsingUserControl/IconButtonUserControl.rar
https://docs.workwithplus.com/servlet/com.wiki.wiki?3599,DisplayActionsUserControlImg05,
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日付、日時、範囲の各フィールドの新しいユーザーコント

ロール 

日付および日時フィールド用の新しいユーザーコントロールが追加されました。このコントロール

により、エンドユーザーが日付に関する情報を入力する際のユーザーエクスペリエンスが向上し

ます。 

 

 

https://docs.workwithplus.com/servlet/com.wiki.wiki?3705,DatePicker001,
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このコントロールをナレッジベースのすべての日付と日時のフィールドに使用することで、日付

の範囲の外観および操作感を統一することができます。 

https://docs.workwithplus.com/servlet/com.wiki.wiki?3706,DatePicker002,
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レポートテンプレートのイベントブロックと変数 

WorkWithPlus for Web 14では、イベントブロックと変数をレポートテンプレートに追加でき

ます。 

 

 

項目属性/変数の書式のコピー/貼り付け 

WorkWithPlus for Web 14では、項目属性/変数の書式をコピーし、ほかの項目属性/変数に 

貼り付けることができます。これにより、プロパティを個別に変更しなくても画面をすばやく

フォーマットできます。 

 

https://docs.workwithplus.com/servlet/com.wiki.wiki?3592,Event+blocks+and+Variables+por+Report+Templates,
https://docs.workwithplus.com/servlet/com.wiki.wiki?3524,CopyPasteAttributeVariableImg001,
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項目属性/変数のコンテキストメニューに、次のプロパティが追加されています。 

 

  [アイテムのフォーマットを

コピー...] 

項目属性/変数をフォーマットするプロパティを

コピーします。 

[アイテムのフォーマットを

ペースト...] 

項目属性/変数をフォーマットするプロパティを

貼り付けます。 

https://docs.workwithplus.com/servlet/com.wiki.wiki?3579,CopyPasteAttributeVariableImg002,
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項目属性を変数に変換する 

WorkWithPlusインスタンス内にある項目属性に新しい機能が追加されました。[項目属性を変数に

変換] を右クリックするだけで項目属性を変数に変換できるようになりました。 

インスタンス内にあるすべてのタブで項目属性を変換できます。 

この変数は、次のプロパティで変換されます。 

プロパティ 値 

[Name] <AttributeName> 

[Description] =Attribute.ContextualTitle 

[Data Type] [Based on] 

[Domain/ Attribute] <AttributeName> 

  

  

 

Listのオブジェクトにて Extraグリッドの追加 

WorkWithPlus for Web 14では、Listのオブジェクトにさらにグリッドを追加できます。 

https://docs.workwithplus.com/servlet/com.wiki.wiki?3520,ConvertAttributeIntoVariableImg001,
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https://docs.workwithplus.com/servlet/com.wiki.wiki?3582,AddExtraGridsToListObjectsImg01,
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グリッドの項目属性の [Visible Condition] プロパティ 

グリッドの項目属性に [Visible Condition] プロパティが追加されました。このプロパティでは、

項目属性を表示するか非表示にするかを決定する条件を指定できます。 

 

フィルタの [Visible Condition] プロパティとセキュリティ 

すべての種類のフィルタに [Visible Condition] プロパティと [Security Functionality Key]  

プロパティが追加されました。 

[Visible Condition] プロパティでは、フィルタを表示するか非表示にするかを決定する条件を

指定できます。 

[Security Functionality Key] プロパティでは、フィルタの表示権限を追加できます。  

 

[Select All Pages] プロパティでの全ページのレコード選択

をサポート 

[Select All Pages] プロパティをクリックしたときに、(表示されているレコードのみではなく) 

グリッドの全ページを選択するかどうかを選択するオプションが追加されました。 

これは設計時に [WorkWithPlus for Web Settings] > [Template] ノード > [Select All 

Pages] プロパティで定義し、ナレッジベースのすべてのMultiRowSelectionアクションと 

グリッドに適用されます。 
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